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	スライド 1: 　現行学習指導要領においては、すべての児童生徒に「主体的・対話的で深い学び」を実現し、資質・能力を育成することが求められています。しかしながら、その実現はいまだ「道半ば」とされています。 　肢体不自由教育では、障害特性や発達の段階等、一人一人の実態を丁寧に捉えることが不可欠です。その上で、各教科の特質に応じて育みたい資質・能力を明確にし、「主体的・対話的で深い学び」の視点から授業改善を図る必要があります。これらは授業づくりにおいて従前より大切にされてきましたが、学習指導要領の理念の深化・実

